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〈輸液での安定性〉 

 本剤 1バイアル（500µg）を各輸液 100mLで溶解し、室温・室内光下で外観変化、pH測定及び 

 定量を行った。 
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プロスタンディン®点滴静注用500μg 配合変化表



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定量値は開始時の量を 100％として表した。 

・アミノ酸輸液と混合した場合、長時間保存により含量低下が認められる。 

・  ：定量値が 90％未満のもの 

〈pH調整時の輸液での安定性〉 

 本剤 1バイアル(500µg)を各輸液 100mLで溶解し、メイロン静注 7％5mL、20mLを添加して室

温(20～26℃)・室内光下で外観変化、pH測定及び定量を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定量値は開始時の量を 100％として表した。 

・  ：定量値が 90％未満のもの 


